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オートデスクとの販売認定パートナー契約締結に関するお知らせ 
 

当社とオートデスク株式会社は、両社の技術協力による、測量・土木・建設業界における３次元ソリューションの展開にお

いて、販売認定パートナー契約を締結しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．パートナー契約締結に至る背景と概要 

国土交通省が推進する「ＣＡＬＳアクションプログラム」を始めとして、測量・土木・建設業界における３次元モデルの普

及が急速に高まってきました。当社は従来より測量・土木・建設業界におけるＣＡＤ製品の開発・販売や位置情報技術の

展開をして参りましたが、この３次元分野においては、平成 18 年よりオートデスクとの技術業務提携を行い、同社の 3 次

元 CAD システムである「AutoCAD® Civil 3D®」を正式採用、アドオン製品の開発を含め測量・設計分野にソリューション

展開して参りました。また平成 20 年 7 月 31 日に国土交通省より発表された「情報化施工推進戦略」をはじめとした、建設

業における 3 次元普及の最重要コンテンツである「情報化施工」においても、平成 19 年 12 月 25 日、オートデスクとの「情

報化施工における技術提携」をプレス発表し、「AutoCAD® Civil 3D®」の持つ 3 次元設計データをシームレスに建設現

場で展開する製品開発を行って参りました。 

この 3 次元モデルの更なる普及を目指して、平成 20 年 10 月 1 日、当社とオートデスクはこれまでの技術的業務提携

に加え、販売部門における販売認定パートナー「VAR(バリューアデットリセラー)＊」としての契約を締結し、「AutoCAD® 

Civil 3D®」の販売を全国的に展開して行くことで合意しました。 

 

＊VAR(バリューアデットリセラー) とは？ 

VAR(バリューアデットリセラー)とは、オートデスク製品に関する優れた技術と販売実績を持ちソリューション・サービス

（問題解決提案）を提供する販売パートナーです。ユーザーはオートデスク製品ならびにサービスの購入ができます。  

 

２．契約の概要 

（１）当社は、「AutoCAD® Civil 3D®」の全国販売を平成 20 年 10 月 1 日より開始します。 

（２）「AutoCAD® Civil 3D®」に当社の主力製品「WingNeo」を加えた測量～3 次元設計ソリューション推進およびニー

ズが高まる 3 次元レーザースキャナ分野におけるソリューション推進を開始します。 

（３）「AutoCAD® Civil 3D®」をベースとしたアドオン製品の開発推進を強化します。 

 

３．販売目標 

（１）販売価格：AutoCAD® Civil 3D®78 万円～、WingNeo80 万円～。 

（２）平成 20 年 10 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日の期間で、50 セット、5,000 万円の売上を目指します。なお、本契約

締結が業績に与える影響は軽微であり、本契約に伴う業績予想の修正はありません。 

 

以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜＜＜ 会社概要 ＞＞＞ 

オートデスク株式会社 

本 社：東京都中央区晴海 1-8-10  晴海アイランド トリトンスクエア オフィスタワーX 24F 

大阪営業所：大阪市淀川区宮原 3-5-36  新大阪ＭＴビル 2 号館 3F 

代表取締役：鬼澤 盛夫 

設      立：1985 年４月１日 

資  本  金：１億円 

オートデスクホームページ： http://www.autodesk.co.jp  

 

Autodesk,Inc.会社 

Autodesk, Inc. (NASDAQ: ADSK) は、製造、建築、土木、メディア&エンターテインメント市場向けの２D および３D デ

ザイン ソフトウェアの世界的なリーダーです。 

1982 年に AutoCAD をリリースして以来、オートデスクは、最先端のデジタル プロトタイピング ソリューションの広範な

ポートフォリオを開発し続け、アイデアをかたちにする前にお客様がそれを体験できるよう支援してきました。Fortune 

1000 に名を連ねる企業が、設計プロセスの早期段階で、実際のパフォーマンスを視覚化、シミュレーション、分析するた

めにオートデスクのツールを利用し、時間とコストの節約を図るとともに、品質向上とイノベーションを加速しています。 

詳細については、http://www.autodesk.co.jp をご覧ください。 

 

本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

 

■報道関係者問い合わせ窓口 

  アイサンテクノロジー（株）  経営企画室：加藤 淳 

  Email: a.kato@aisantec.com 

    ＴＥＬ: 052-950-7500 

 

■お客様問い合わせ窓口 

   アイサンテクノロジー（株） プロダクトセールス事業本部 

    ＴＥＬ: 052-950-7500 

 

 


